仕様書２
輸出ターゲット国・地域や新たな輸出国・地域の開拓に向けた
市場調査及び課題解決に向けた実証等

1. 事業名
· 日本産コメ関連食品の輸出における冷凍・チルドに関する事業者のニーズ調査　　(コールドチェーン調査)

2. 事業目的
· 海外での日本食レストランの拡大などの背景から、冷凍・チルドによるコメ加工食品の輸出は、今後の需要拡大が期待されるが、冷凍状態で輸送する場合においては金額面やサービス面において様々な問題を内包している。
その拡大を妨げる流通上の問題として、関連する事業者にとって主に国際物流面においてどのような課題があるかを探り、輸出拡大促進のための具体的な解決策・方向性を検討する。

3. 調査概要
（1） 対象品目　：寿司、シャリ玉、おにぎり、弁当等の日本産米を使ったコメ加工の、
輸出向業務用冷凍・チルド製品
· 「小売店の惣菜用として」もしくは「中食、外食店で」、“ほぼ解凍するだけ”で提供できるタイプのもの。
（2） 対象国　　：アメリカ合衆国
· 日本産米の輸出上位国・地域である重点国のうち、日本からの距離や国土の広さ等を踏まえ、冷凍・チルド流通（コールドチェーン）の確保が輸出拡大の鍵となる市場として選定する。
（3） 調査課題
· 調査は、下記の２本立てを基本とし、国際物流・コールドチェーンの実態把握と課題抽出、並びに実行可能な解決方策の提示に重点を置く。
1 「米国向けコールドチェーン（冷凍・チルド流通）の実態・課題調査」
1) 米国に輸入されている冷凍・チルド製品（日本産米使用品を含む）の類型、主な流通チャネル、取扱量の概況はどのようなものか（参考として他国産のコメ加工品等も含む）。
· 当該品目について、温度帯（冷凍／チルド）、賞味期限・品質特性、包装形態（個包装／ケース）、荷姿（カートン／パレット）、温度管理要件（設定温度、温度記録、逸脱許容範囲等）など、物流設計に必要となる属性を整理対象とする。
2) 当該製品が米国内で流通・保管・配送されるまでの一連の物流フロー（製造地→輸出港/空港→国際輸送→通関→保税/冷蔵・冷凍倉庫→国内配送→最終ユーザー）の実態はどのようなものか。
3) 当該製品が米国内で流通・保管・配送されるまでの一連の物流フロー（製造地→輸出港/空港→国際輸送→通関→保税/冷蔵・冷凍倉庫→国内配送→最終ユーザー）の実態はどのようなものか。
4) 主要プレーヤー（輸出者、フォワーダー、船社/航空会社、米国内3PL、倉庫会社、トラック会社、輸入者/ディストリビューター等）の役割分担、契約形態、責任分界（温度逸脱・遅延等のリスク負担）はどのようになっているか。
5) コールドチェーン関連コスト（国際輸送費、港湾/空港関連費用、ドレー/陸送費、冷蔵・冷凍保管費、荷役費、付帯費用等）の構造と、費用増加要因（ピーク時需給、設備不足、予約制約等）はどのようなものか。
6) 輸送・保管上のボトルネック（設備・容量、リードタイム、港湾混雑、予約/受付、労務、温度逸脱、情報連携不足等）及び代表的なトラブル事例はどのようなものか。
7) 上記ボトルネックに対して有効と考えられる対策・構築手法（例：標準仕様の策定、温度モニタリングの仕組み、共同輸送/混載、拠点選定、代替ルート、SOP整備等）は何か。

2 「当該製品の輸出拡大を目指す国内事業者の実績・ニーズ調査」
1) 米国向け（及び他国向け）に冷凍・チルド製品を輸出している、又は輸出を計画している国内事業者（製造者・商社等）の実績・計画の概況はどのようなものか（個社情報は秘匿し、事例として整理する）。
2) 当該事業者が採用している物流スキーム（温度帯、輸送モード、積替有無、保管・配送体制等）と、選定理由・制約条件（最小ロット、コスト、品質保持、納期等）は何か。
3) 各工程（国内集荷・保管、輸出手続、国際輸送、米国内通関・保管・配送等）におけるコスト構造の整理と、採算性確保上の課題は何か。
4) 輸出拡大の阻害要因（例：少量ロット時のコスト高、米国内冷凍・チルド保管/配送の確保、温度管理の可視化、責任分界の不明確さ等）及び必要とされる支援（例：モデルルート/標準仕様、パートナー候補情報、契約・責任分界の整理、チェックリスト等）は何か。
5) 冷凍機器を製造・販売している事業者、冷凍方式他機器についての内容はどのようなものがあるのか。（国内外を含めて情報収集を行い、10件程度以上掲載したリストを作成。）

· 以上の①.②の調査課題は一例。その他にも輸出拡大に資する材料を得るための課題を企画書に掲載すること。
調査方法についても同様。統計データ・公開情報の収集に加え、市場関係者（国内外の物流事業者・荷主等）へのヒアリング、必要に応じた現地視察（写真等による工程可視化）等を組み合わせ、最適な調査設計を具体的に企画書に記載すること。
4. 事業内容
（1） 調査①「「米国向けコールドチェーン（冷凍・チルド流通）の実態・課題調査」の詳細設計、実施及び分析
（2） 調査②「当該製品の輸出拡大を目指す国内事業者の実績・ニーズ調査」の詳細設計、実施及び分析
（3） 米国市場において日本産米を使用した冷凍・チルド製品の輸出を拡大するため、流通（国際物流・コールドチェーン）上の有効な施策・構築パターンの抽出及び提示
· 例えば「少量でも〇〇な価格や条件で利用できるアメリカの〇〇向けの冷凍・冷蔵コンテナ」、「冷凍品の陸上配送のない〇〇向けの共同搬送便」・・・といったようなものを、できるだけ具体的な条件・仕様も含めて抽出する。
· 事業の詳細については、事務局との相談の結果、変更する場合がある。

5. 事業報告
（1） 速報版の作成：事業終了後１か月以内に速報版を提出すること。合わせて、全米輸HPに掲載する資料として英語翻訳版も作成し、提出すること。
（2） 事業報告書の作成
· ４で実施した内容をとりまとめるとともに、今後の輸出拡大につながる提言を盛り込むこと。
· ２月中旬に最終版が確定できるように作成すること。
· ３月中旬には、上記を抜粋・圧縮した簡易版(A4縦５ページ程度以内)も作成すること。

6. 履行期間 
契約締結日から2027年3月19日まで 
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